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図6.2.5　VLAN20のスパニングツリー構成

解答としてL2SW2 P11がブロックされる理由をまとめると、次のようになります。

「L3SW1からL2SW2のP11への経路のパスコスト値が最も大きいから」

設問2　（２）
L2SW3とL2SW4はスタック接続されているので仮想的に1台で扱います。
L3SW1、L3SW2、L2SW3、L2SW4でループ構成となります。対象のVLANは
VLAN100とVLAN110です。VLANごとに負荷分散の設定をしているわけではない
ようなので、VLAN100、VLAN110のスパニングツリーは同じ構成で、L3SW1がル
ートブリッジとなります。また、L3SW2のLA（P5,P6）がルートポートです。
L2SW3とL2SW4でスタック接続しているので1台の扱いで、L2SW3 P23か

L2SW4 P23のどちらかがルートポートです。L2SW3 P23はルートブリッジである
L3SW1までコスト100（cst2）です。L2SW4 P23はルートブリッジであるL3SW1ま
でコスト110（cst1+cst2）です。ルートブリッジまでのコストが最小のL2SW3 P23
がルートポートになり、L2SW4 P23はブロックされます。




